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知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
に
つ
い
て

松
　
本

　
光

　
隆

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　文
法
的
待
遇
表
現
、
語
彙
的
待
遇
表
現
、
上
表
文
、
勅
答
、
四
六
駢
儷
文

は
じ
め
に

　
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
日
本
語
的
な
要
素
を
抽
出
し
て
原
漢
文
と
の
距
離
を

測
ろ
う
と
す
る
と
き
、
原
漢
文
に
は
な
い
漢
文
訓
読
語
特
有
の
読
添
語
か
ら
の

視
点
で
切
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
原
漢
文
に
漢
字
の

存
在
し
な
い
部
分
に
読
添
え
る
読
添
語
は
、
基
本
的
に
は
日
本
語
に
特
有
の
語

詞
で
あ
る
と
先
ず
は
認
め
て
も
良
か
ろ
う
。

　
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
読
添
語
の
問
題
は
、
中
国
語
文
た
る
漢
文
と
の
問
題

の
み
な
ら
ず
、
日
本
語
の
範
疇
で
の
文
体
差
の
存
す
る
文
章
と
の
比
較
に
よ
っ

て
漢
文
訓
読
語
の
特
有
表
現
を
特
定
す
る
事
象
と
し
て
焦
点
化
で
き
る
視
点
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
築
島
裕
博
士
は
、『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
就
き

て
の
研
究
』（
昭
和
三
十
八
年
三
月
、東
京
大
学
出
版
会
）
に
お
い
て
、例
え
ば
、

和
文
語
資
料
と
漢
文
訓
読
語
資
料
の
助
詞
助
動
詞
の
分
布
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は
専
ら
、
読
添
語
の
問
題
で
あ
る
。

　
印
象
的
な
レ
ベ
ル
で
の
問
題
と
し
て
は
、
待
遇
表
現
に
お
い
て
漢
文
訓
読
語

に
特
有
の
事
象
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
や
モ
ダ

リ
テ
ィ
の
問
題
で
も
、
特
有
の
事
象
が
あ
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

　
以
下
本
稿
で
は
、
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
を
中
心

に
、
待
遇
表
現
法（

１
）に

つ
い
て
記
述
す
る
。

　
上
表
を
対
象
と
し
て
言
語
分
析
を
す
る
目
的
は
、
一
つ
に
は
、　
上
表
の
場

合
は
、
君
主
に
進
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
発
信
者
と
、
そ
れ
よ
り

も
高
い
地
位
に
あ
る
受
信
者
と
の
相
対
的
関
係
が
存
す
る
。
こ
の
場
合
、
ど
の

よ
う
な
待
遇
表
現
を
採
っ
て
訓
読
が
行
わ
れ
た
も
の
か
を
記
述
し
て
み
た
い
。

ま
た
、
勅
答
は
、
発
信
者
と
受
信
者
の
関
係
は
そ
の
逆
に
あ
る
文
章
で
あ
る
。

即
ち
、
上
下
関
係
が
明
確
な
文
章
体
の
待
遇
表
現
法
を
記
述
す
る
こ
と
に
本
稿

の
目
的
が
あ
る
。

一
、�
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点
の
待
遇
表
現
（
一
）

―
上
表
文
に
お
け
る
語
彙
的
待
遇
表
現
―

　
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点（

２
）は

、
奥
書
を
欠
く
資
料
で

一
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あ
る
が
、
平
安
初
期
加
点
と
推
定
さ
れ
る
第
三
群
点
の
資
料
で
、
訓
点
は
部
分

的
で
、
巻
頭
よ
り
一
〇
九
行
分
に
加
点
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
を
対
象
と
し
て
以

下
に
待
遇
表
現
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
の
全
体
の
言
語
量
に
つ
い
て

触
れ
て
お
く
。
一
〇
九
行
の
分
量
で
あ
る
が
、
二
一
七
七
字
を
使
用
し
て
表
現

さ
れ
て
い
る
。
計
量
的
に
は
単
純
に
過
ぎ
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
基
本
的
に
一

字
一
語
な
ら
ば
、
日
本
語
に
お
け
る
自
立
語
に
相
当
す
る
も
の
が
圧
倒
的
で
、

二
一
七
七
語
で
文
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
ず
、
第
一
表
「
進
經
論
等
表
」
の
待
遇
表
現
を
記
述
す
る
。
尊
敬
表
現
は

以
下
の
よ
う
に
出
現
す
る
。
な
お
、用
例
末
尾
の
括
弧
内
に
は
、（
主
語
・
所
在
）

を
表
示
す
る
。

　
１
、�

靈
を
纂ツ

き
て
震
に
出い

て
、
運
を
撫な

て
て
樞
に
登
（
り
）
た
マ
ヘ
リ
（
陛

下
・
８
）

　
２
、�

茂
（
き
）
こ
と
を
九
―羸エ

に
勝ア

ケ
、
素ソ

―庭
を
掩オ（

ほ
）ヒ

て
［
而
］
獨

（
ひ
）と
り歩

（
み

た
ま
）
ヘ
リ

　（
陛
下
・
８
）

第
一
表
に
お
け
る
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
確
例
は
以
上
の
二
例
で
、

読
添
語
と
し
て
現
れ
て
い
る
。
例
１
の
緊
密
句
の
訓
読
は
、対
句
一
句
目
末
を
、

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
を
読
添
え
る
こ
と
な
く
中
止
法
と
す
る
。
例
２
の
禁
句

対
の
場
合
も
同
様
で
、
第
一
句
目
末
は
、
動
詞
の
中
止
法
と
し
て
、
補
助
動
詞

「
た
ま
ふ
」
が
読
み
添
え
ら
れ
る
の
は
文
末
、第
二
句
目
・
緊
句
末
の
動
詞
「
歩

む
」
に
対
し
て
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
例
１
・
例
２
に
続
く
文
章
の
訓
読
で
、

　
３
、�

英
勝
（
の
）
ヒ
ト
ヲ
八
―極
に
飛
シ
軒
―昊カ

ヲ

を
シ
ノ

キ
て
［
而
］
高
ク
視み

た

り
（
陛
下
・
９
）

　
４
、
麾
を
紫
―塞
に
分
チ�

隨
（
マ
マ
）の

寇ア
タ

を
［
於
］
幽
―陵
に
翦キ

レ
リ

　（
陛
下
・
９
）

と
文
章
が
続
く
が
、「
陛
下
」
主
語
文
の
例
３
・
例
４
の
文
末
に
は
、
補
助
動

詞
「
た
ま
ふ
」
が
読
み
添
え
ら
れ
な
い
。

　
以
下
、「
陛
下
」
主
語
の
文
は
、「
駐ト

ヽ

メ
…
蕩ト

ラ

カ
セ
リ
（
10
）」「
戢オ
サ

メ
て
…
歸

（
へ
）
セ
リ
（
11
）」「
宣
（
ひ
）
て
…
受
（
け
）
た
り
（
11
・

他
例
と
異
な
り
、
必
ず
し
も
「
た
ま

ふ
」
を
読
添
え
な
い
確
例
で
は
な
い

）」

「
刊ケ

ツ

リ
…
創ハ

シ

ム
（
12
）」
と
続
い
て
、「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」「
銀言

玉
―字
（
12
）」

を
主
語
と
し
た
二
文
を
夾
ん
で
、「
陛
下
」主
語
の
文
の
文
末
が「
屬ツ

ケ
…
懷（
き
）

て
…
爲す

（
14
）」と
訓
読
さ
れ
る
文
に
続
く
が
、い
ず
れ
も
文
末
に
補
助
動
詞「
た

ま
ふ
」
の
読
添
が
認
め
ら
れ
な
い
。
更
に
、「
鷄
―林
―（
の
）［
之
］
士
」
を
主

語
と
し
た
一
文
の
後
、「
陛
下
」
主
語
と
判
断
さ
れ
る
文
の
「
建た

て
…
引
ケ
□リ

？

（
15
・
存
疑
）」「
爲す

［
矣
］（
16
）」
の
訓
読
が
続
く
が
、
こ
こ
に
も
尊
敬
の
補

助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
は
読
み
添
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
第
一
表
は
、「
玄
奘
」

主
体
の
文
章
と
な
っ
て
い
て
、そ
の
中
の
「
陛
下
」
主
語
文
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
右
の
記
述
が
入
り
組
ん
だ
が
、
第
一
表
で
文
法
敬
語
た
る
補
助
動
詞
「
た
ま

ふ
」
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
例
１
・
例
２
の
読
添
え
例
の
み
で
あ
っ
て（

３
）、

補
助

動
詞
に
よ
る
尊
敬
表
現
は
読
添
語
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一
表
中
に
、

敬
語
表
現
の
読
添
え
の
可
能
性
が
あ
る
対
象
十
一
文
中
確
例
は
最
初
の
二
例
の

み
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
二
文
も
中
止
部
分
に
は
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
読

添
え
は
現
れ
ず
文
末
二
例
の
み
で
あ
っ
て
、
残
り
の
九
文
に
は
読
添
え
ら
れ
て

は
い
な
い
。
即
ち
、
補
助
動
詞
に
よ
る
尊
敬
表
現
は
極
め
て
簡
素
で
あ
る
と
評

二
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価
で
き
よ
う
。
即
ち
、
文
法
敬
語
に
該
当
す
る
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
出
現
は
、

皆
無
と
言
う
訳
で
は
な
い
が
決
し
て
栄
え
て
は
い
な
い
。

　
一
般
に
、
中
国
語
文
に
比
べ
て
敬
語
表
現
の
豊
富
さ
が
日
本
語
の
特
質
の
よ

う
に
説
か
れ
る
が
、
右
の
如
く
に
漢
文
訓
読
語
に
見
え
る
文
法
敬
語
表
現
は
、

決
し
て
豊
か
で
あ
る
と
は
評
価
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
の
文
法
敬
語
に
比
較

し
て
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
以
下
の
語
彙
敬
語
表
現
・
語
彙
的
待
遇
表
現

が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
語
彙
敬
語
・
語
彙
的
待
遇
表
現
に

当
た
る
表
現
は
、
原
漢
文
に
既
に
存
す
る
漢
字
に
影
響
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
原
漢
文
に
基
因
し
て
日
本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
に
も
語
彙
敬
語
・

語
彙
的
待
遇
表
現
が
栄
え
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。即
ち
、

次
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
語
彙
敬
語
・
語
彙
的
待
遇
表
現
は
、
中
国
語
文
た
る

原
漢
文
に
お
い
て
表
現
さ
れ
、
そ
の
表
現
を
引
き
継
ぐ
形
で
日
本
語
た
る
漢
文

訓
読
語
に
現
れ
て
、
漢
文
訓
読
語
の
言
語
特
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

　
表
記
上
よ
り
明
確
に
待
遇
を
担
う
と
認
め
ら
れ
る
漢
語
名
詞
は
、「
陛
下
」

の
例
で
あ
る
。
第
一
表
中
に
現
れ
る
例
は
、「

　
陛
下
（
８
）」
の
例
で
、
漢
語

名
詞
「
陛
下
」
の
前
に
闕
字
が
存
す
る
。
表
記
上
に
明
確
な
例
で
、「
陛
下
」

の
語
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
表
中
に
は
、
原
漢
文
に
存
す
る
以
下
の
よ
う
な
漢
語
名
詞
が
出
現
す

る
。「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」「
銀言

玉
―字
（
12
）」「
聖
期
（
14
）」「
神
―化
（
15
）」

「
香
―城
（
16
）」「
神
―懸
（
16
）」「
金
―地
（
21
）」「
玉
―門
（
21
）」「
聖
―鑒經

ム
（
26
）」

「
玄
―言
（
26
）」「
天
―規
（
27
）」
な
ど
の
漢
語
名
詞
に
は
皇
帝
に
対
す
る
敬
意

が
含
ま
れ
た
表
現（

４
）で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏

に
対
す
る
待
遇
表
現
と
し
て
「
玄
―津
（
16
）」「
至
―教
（
27
）」
の
よ
う
な
漢

語
名
詞
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
原
漢
文
に
既
に
あ
る
漢
語
名

詞
語
彙
の
影
響
に
よ
る
語
彙
尊
敬
表
現
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
右
の
語
彙
的
な
待
遇
表
現
は
漢
文
訓
読
語
に
多
出
す
る
特
徴
的
な
待
遇
表
現

で
、
計
量
的
に
は
、
か
な
り
の
比
重
を
以
て
訓
読
語
中
に
出
現
す
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
が
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
内
包
し
て
も
い
る
。

　
日
本
語
文
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語
の
表
現
体
系
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
漢
語

が
、
ど
の
よ
う
な
表
現
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
漢
文

と
し
て
の
上
表
文
自
体
が
四
六
駢
儷
文
に
依
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
に
は
、上
表
文
中
の
漢
文
自
体
が
〝
美
文
〟

と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
使
用
さ
れ
る

一
々
の
漢
語
が
持
つ
〝
美
文
表
現
〟
な
る
も
の
が
、
日
本
語
の
待
遇
表
現
の
ど

の
よ
う
な
範
疇
に
入
り
う
る
の
か
を
断
じ
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
分
類
が
困
難

な
局
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
右
の
「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」
な
ど
の
「
鳳
」
は
皇
帝
に
対
す
る

漢
語
上
接
要
素
で
、
こ
の
語
自
体
は
皇
帝
に
対
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
ら
、
成
立
し
た
訓
読
文
で
は
、
こ
の
語
自
体
に
皇
帝
に
対
す
る
敬
意
が
あ
る

と
解
釈
し
て
も
良
か
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」
は
訓
読
文
に

お
け
る
語
彙
敬
語
表
現
を
担
う
要
素
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
皇
帝

に
対
す
る
日
本
語
で
は
一
語
と
認
定
で
き
る
「
金
―地
（
21
）」「
玄
―言
（
26
）」

や
仏
に
対
す
る
「
玄
―津
（
16
）」「
至
―教
（
27
）」
な
ど
の
語
に
関
し
て
、
中

三
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価
で
き
よ
う
。
即
ち
、
文
法
敬
語
に
該
当
す
る
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
出
現
は
、

皆
無
と
言
う
訳
で
は
な
い
が
決
し
て
栄
え
て
は
い
な
い
。

　
一
般
に
、
中
国
語
文
に
比
べ
て
敬
語
表
現
の
豊
富
さ
が
日
本
語
の
特
質
の
よ

う
に
説
か
れ
る
が
、
右
の
如
く
に
漢
文
訓
読
語
に
見
え
る
文
法
敬
語
表
現
は
、

決
し
て
豊
か
で
あ
る
と
は
評
価
で
き
な
い
。
し
か
し
、
右
の
文
法
敬
語
に
比
較

し
て
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
以
下
の
語
彙
敬
語
表
現
・
語
彙
的
待
遇
表
現

が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
語
彙
敬
語
・
語
彙
的
待
遇
表
現
に

当
た
る
表
現
は
、
原
漢
文
に
既
に
存
す
る
漢
字
に
影
響
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
原
漢
文
に
基
因
し
て
日
本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
に
も
語
彙
敬
語
・

語
彙
的
待
遇
表
現
が
栄
え
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。即
ち
、

次
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
語
彙
敬
語
・
語
彙
的
待
遇
表
現
は
、
中
国
語
文
た
る

原
漢
文
に
お
い
て
表
現
さ
れ
、
そ
の
表
現
を
引
き
継
ぐ
形
で
日
本
語
た
る
漢
文

訓
読
語
に
現
れ
て
、
漢
文
訓
読
語
の
言
語
特
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

　
表
記
上
よ
り
明
確
に
待
遇
を
担
う
と
認
め
ら
れ
る
漢
語
名
詞
は
、「
陛
下
」

の
例
で
あ
る
。
第
一
表
中
に
現
れ
る
例
は
、「

　
陛
下
（
８
）」
の
例
で
、
漢
語

名
詞
「
陛
下
」
の
前
に
闕
字
が
存
す
る
。
表
記
上
に
明
確
な
例
で
、「
陛
下
」

の
語
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
を
担
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
第
一
表
中
に
は
、
原
漢
文
に
存
す
る
以
下
の
よ
う
な
漢
語
名
詞
が
出
現
す

る
。「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」「
銀言

玉
―字
（
12
）」「
聖
期
（
14
）」「
神
―化
（
15
）」

「
香
―城
（
16
）」「
神
―懸
（
16
）」「
金
―地
（
21
）」「
玉
―門
（
21
）」「
聖
―鑒經

ム
（
26
）」

「
玄
―言
（
26
）」「
天
―規
（
27
）」
な
ど
の
漢
語
名
詞
に
は
皇
帝
に
対
す
る
敬
意

が
含
ま
れ
た
表
現（

４
）で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
仏

に
対
す
る
待
遇
表
現
と
し
て
「
玄
―津
（
16
）」「
至
―教
（
27
）」
の
よ
う
な
漢

語
名
詞
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
原
漢
文
に
既
に
あ
る
漢
語
名

詞
語
彙
の
影
響
に
よ
る
語
彙
尊
敬
表
現
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
右
の
語
彙
的
な
待
遇
表
現
は
漢
文
訓
読
語
に
多
出
す
る
特
徴
的
な
待
遇
表
現

で
、
計
量
的
に
は
、
か
な
り
の
比
重
を
以
て
訓
読
語
中
に
出
現
す
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
が
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を
内
包
し
て
も
い
る
。

　
日
本
語
文
と
し
て
の
漢
文
訓
読
語
の
表
現
体
系
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
漢
語

が
、
ど
の
よ
う
な
表
現
性
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
漢
文

と
し
て
の
上
表
文
自
体
が
四
六
駢
儷
文
に
依
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
基
本
的
に
は
、上
表
文
中
の
漢
文
自
体
が
〝
美
文
〟

と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
使
用
さ
れ
る

一
々
の
漢
語
が
持
つ
〝
美
文
表
現
〟
な
る
も
の
が
、
日
本
語
の
待
遇
表
現
の
ど

の
よ
う
な
範
疇
に
入
り
う
る
の
か
を
断
じ
よ
う
と
し
た
時
、
そ
の
分
類
が
困
難

な
局
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
右
の
「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」
な
ど
の
「
鳳
」
は
皇
帝
に
対
す
る

漢
語
上
接
要
素
で
、
こ
の
語
自
体
は
皇
帝
に
対
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
ら
、
成
立
し
た
訓
読
文
で
は
、
こ
の
語
自
体
に
皇
帝
に
対
す
る
敬
意
が
あ
る

と
解
釈
し
て
も
良
か
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、「
鳳
―篆占

ム

龜
―文
（
12
）」
は
訓
読
文
に

お
け
る
語
彙
敬
語
表
現
を
担
う
要
素
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
皇
帝

に
対
す
る
日
本
語
で
は
一
語
と
認
定
で
き
る
「
金
―地
（
21
）」「
玄
―言
（
26
）」

や
仏
に
対
す
る
「
玄
―津
（
16
）」「
至
―教
（
27
）」
な
ど
の
語
に
関
し
て
、
中

三

79
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国
語
文
に
お
い
て
「
金
」「
玄
」「
至
」
な
ど
が
、
構
造
上
、
一
語
の
修
飾
要
素

と
し
て
の
下
接
要
素
を
修
飾
す
る
要
素
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
が
、「
金
地
」

「
玄
言
」「
玄
津
」「
至
教
」
自
体
が
、
文
脈
を
離
れ
た
語
彙
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、

敬
語
的
な
要
素
を
既
に
有
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
、「
金
地
」「
玄
言
」「
玄
津
」

「
至
教
」
が
語
彙
的
に
は
美
文
表
現
の
要
素
と
し
て
、「
地
」、「
言
」
や
「
津
」、

「
教
」に
対
す
る
美
文
的〝
意
味
〟を
担
う
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

そ
れ
が
、
文
脈
に
お
い
て
働
い
た
時
、
皇
帝
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ば
、
そ
の
美

文
表
現
語
彙
を
以
っ
て
敬
意
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
み
て
矛
盾
が
な
か
ろ

う
。
し
か
し
、
他
の
文
脈
に
よ
っ
て
は
語
彙
の
問
題
と
し
て
美
化
語
だ
と
定
義

で
き
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
即
ち
、
常
体
表
現
の
美
文
語
彙
の
名
詞
で
あ
る
と
解

釈
す
る
立
場
も
あ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
六
駢
儷
文
に
認
め

ら
れ
る
美
文
語
彙
も
、
待
遇
表
現
の
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
認
め
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
語
の
待
遇
表
現
の
範
疇
の
分
類
は
、
現
時
点
で
は
、
文
脈
文
脈
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
語
単
位
と
し
て
の

「
金
地
」「
玄
言
」「
玄
津
」「
至
教
」
に
、
敬
意
を
与
え
た
待
遇
表
現
と
し
て
解

釈
で
き
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
他
の
範
疇
の
待
遇
で
あ
る
と
す
る
の
か
、
美
文

的
色
彩
を
狙
っ
た
単
な
る
常
体
的
美
文
語
彙
と
し
て
の
待
遇
価
値
し
か
持
た
な

い
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
か
は
、
今
は
、
文
脈
の
解
釈
に
依
存
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
待
遇
価
値
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
連
続
的
な
も
の
と
見
て
範
疇
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
即
ち
、
四
六
駢
儷
文
の
訓
読
語
と
し
て
現
れ
る
漢
語
名
詞
、
漢
語
動
詞
は
、

待
遇
表
現
の
要
素
で
あ
る
尊
敬
語
で
あ
る
と
範
疇
化
で
き
る
の
か
、
丁
寧
語
や

美
化
語
の
範
疇
と
し
て
範
疇
化
出
来
る
の
か
、
常
体
の
名
詞
や
動
詞
と
し
て
の

待
遇
価
値
し
か
持
た
な
い
も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
か
は
、
現
状
で
は
文
脈

に
支
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
語
単
位
の

レ
ベ
ル
で
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
尊
敬
、
丁
寧
語
や
美
化
語
、
常
体
表
現
、
謙

譲
、
卑
下
表
現
は
、
分
析
対
象
の
語
に
対
し
て
連
続
し
て
い
る
と
認
め
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
漢
語
名
詞
や
漢
語
動
詞
の
分
析
を
通
じ
て
、
訓

読
語
に
お
い
て
の
待
遇
表
現
体
系
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
の
問
題
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
認
定
の
方
法
論
的
な
研
究
を
含
め
て
改
め
て
後
考
に
俟
ち
た
い
。

　
第
一
表
の
和
語
に
よ
る
謙
譲
表
現
に
は
以
下
の
例
が
確
認
さ
れ
る
。

　
５
、�

祗ツ
ヽ
シメ

て
綸
―言
を
奉
リ�

載則

（
ち
）
翻
―譯
セ
（
し
）
メ
爰
に
開
―士
を
召

し
て
慧
―義
を
同
證
セ
（
し
）
メ
き
（
21
・

玄
奘
築
島
訳
文
・
中
田
訳
文
は
、「
奉

（
う
け
た
て
ま
つ
）
リ
と
訓
読
す
る

）

　
６
、�

謹
（
み
）
て
闕
に
詣
（
て
）
て
奉
―進
と
（
た
て
ま
）
ツ
リ
き

　（
26
・

玄
奘
）

こ
の
例
は
、
右
の
読
添
語
と
し
て
現
れ
る
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
場
合
と
異

な
っ
て
、
上
表
中
に
原
漢
文
の
漢
字
と
し
て
表
記
さ
れ
た
語
の
和
訓
と
し
て
語

彙
敬
語
に
属
す
る
敬
語
動
詞
と
し
て
現
れ
る
。
た
だ
し
、
例
５
は
、「
奉
」
字

に
関
連
し
た
訓
読
で
あ
る
が
、先
学
の
訓
読
文
に
従
え
ば
、「
奉
（
し
た
て
ま
つ
）

リ
」
と
、
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
の
読
添
え
の
可
能
性
も
全
く
な
い
訳
で

は
な
い
。
待
遇
表
現
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
も
認
め
て
良
か
ろ
う
。
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以
下
の
例
も
漢
文
に
表
現
さ
れ
た
字
義
を
も
と
に
、
動
詞
訓
と
し
て
文
章
の
待

遇
表
現
を
担
っ
た
例
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。

　
７
、
祗

ツ
ヽ
シ

メ（
マ
マ
）て

綸
―言
を
奉
リ

　（
21
・
玄
奘
・
例
５
に
同
じ
）

　
８
、�

追
（
ひ
）
て
慙は

チ
戰オ

ソ

リ
悸か

シ
コ

マ
ル
こ
と�

氷
れ
ル
谷
を
履フ

ム
カ
若
シ

　

（
28
・
玄
奘
）

確
例
で
は
な
い
が
、「
言
（
す
）（
３
）」「
伏
（
し
）
て
（
８
）」「
謹
（
み
）
て

（
26
）」「
詣
（
て
）
て
（
26
）」「
仰
（
き
）
て
（
27
）」「
敬
（
み
）
て
（
27
）」

な
ど
や
、
上
表
文
末
の
「
謹
言
（
29
）」
や
「
沙
門
玄
奘
上
（
29
）」
も
、
待
遇

を
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、

語
彙
的
待
遇
表
現
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
確
か
に
、
読
添
語
に
よ
る
待
遇
表
現
は
多
く
は

な
い
。
従
来
の
日
本
語
の
言
語
特
質
と
し
て
敬
語
表
現
の
多
さ
が
説
か
れ
て
き

た
。
正
格
漢
文
に
対
す
る
変
体
漢
文
の
特
徴
と
し
て
も
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
上
表
文
第
一
表
に
限
っ
て
言
え
ば
、
日
本
語
特
有
の
文
法
敬
語
表
現

が
訓
読
に
出
現
す
る
こ
と
は
稀
で
、
む
し
ろ
、
原
漢
文
に
あ
る
表
現
を
頼
っ
て

の
語
彙
的
待
遇
表
現
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
表
「
進
西
域
記
表
」
に
お
け
る
記
述
を
行
う
。

　�

読
添
語
と
し
て
存
す
る
文
法
敬
語
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
に
よ
る
尊
敬
表

現
は
、

　
９
、�

時
（
と
）き移

リ
歳

（
と
）シ

積
（
り
）
た
れレ

ト
も
人
の
欲
（
す
る
と
き
）
に
天
從
（
ひ
）

た
マ
ヘ
ハ�

遂
に
雪
袖シ

ウ

を
下ク

た

し
て
［
而
］
提
―河
に
洽ウ

か

ヒ
鶴
―林
を
援ヨ

チ

て
［
而
］
鷲
―嶺
に
栖ヤ

ト

ル
こ
と
得衣

ム
ヤ

　（
44
・
天
）

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
文
中
の
条
件
句
中
に
現
れ
る
例
で
あ
る
。

下
接
の
文
の
主
語
・
玄
奘
と
は
異
な
る
が
、
第
一
表
の
文
末
使
用
と
は
異
な
っ

た
構
文
上
の
位
置
に
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
訓
読
語
に
お
け
る
読
添
え
の
補

助
動
詞
は
文
中
に
も
使
用
が
可
能
で
あ
る
証
と
な
る
が
、
第
一
表
に
は
文
中
に

は
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
第
二
表
中
に
は
、「
陛
下
」
主
語
の
文
が
存
す
る
が
、「
乗の

り
…
載

の
り（
と
）（

り
）
た

り
（
34
）」「
威か

し
コ（

ま
ら
し
）
メ
て
…
齊す

ク

ヘ
リ
（
34
）」「
堙ウ

ツ

ミ
て
…
補た

す

ケ
（
35
）」

「
曜て

ラ

シ
…
闡ヒ

ラ

ク
（
36
）」
な
ど
と
続
い
て
、
以
下
日
本
語
と
し
て
自
由
に
読
添
え

て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
積
極
的
に
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
を
補
読
す
る
例

が
出
現
し
て
い
な
い
。

　
謙
譲
表
現
は
、
実
字
の
訓
と
し
て
、

　
10
、
沙
門
玄
奘
言
す

　（
31
・
玄
奘
）

　
11
、�

西
―羌光

ハ
白
き
環た

マ
キを

垂
―衣
―（
の
）［
之
］
后君

ニ
薦

た
て
マ
ツリ

き
（
32
・
西
羌
→

垂
衣
之
后
）

　
12
、�

東
―夷
はな（

ま
）エの

矢
を
刑
措ソ

の
［
之
］
君
に
賄

た
て
マ
ツリ

き
（
32
・
東
夷
→
刑
措

之
君
）

　
13
、
蒼
津
に
泛ウ

か

ヒ
て
［
而
］
贄
を
委

（
み
）ツカ

シ
メ
た
り
（
39
・
陛
下
←
〈
群
生
〉）

　
14
、�

謹
（
み
）
て
闕
（
に
）
詣
て
て
奉
―進
（
と
た
て
ま
）
ツ
リ
（
中
止
法
）

（
52
・
玄
奘
）

　
15
、
伏
（
し
）
て
戰オ

ソ

リ
灼か

シ

ク
マ
ル
こ
と
深
（
く
）
ス
（
52
・
玄
奘
）

の
如
く
、
和
語
謙
譲
動
詞
訓
と
し
て
現
れ
る
。

　
待
遇
に
関
与
し
た
と
思
し
き
漢
語
名
詞
「
玉
檢
」「
皇
靈
」
な
ど
の
挙
例
を

五

80
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以
下
の
例
も
漢
文
に
表
現
さ
れ
た
字
義
を
も
と
に
、
動
詞
訓
と
し
て
文
章
の
待

遇
表
現
を
担
っ
た
例
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。

　
７
、
祗

ツ
ヽ
シ

メ（
マ
マ
）て

綸
―言
を
奉
リ

　（
21
・
玄
奘
・
例
５
に
同
じ
）

　
８
、�
追
（
ひ
）
て
慙は

チ
戰オ

ソ

リ
悸か

シ
コ

マ
ル
こ
と�

氷
れ
ル
谷
を
履フ

ム
カ
若
シ

　

（
28
・
玄
奘
）

確
例
で
は
な
い
が
、「
言
（
す
）（
３
）」「
伏
（
し
）
て
（
８
）」「
謹
（
み
）
て

（
26
）」「
詣
（
て
）
て
（
26
）」「
仰
（
き
）
て
（
27
）」「
敬
（
み
）
て
（
27
）」

な
ど
や
、
上
表
文
末
の
「
謹
言
（
29
）」
や
「
沙
門
玄
奘
上
（
29
）」
も
、
待
遇

を
支
配
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、

語
彙
的
待
遇
表
現
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
確
か
に
、
読
添
語
に
よ
る
待
遇
表
現
は
多
く
は

な
い
。
従
来
の
日
本
語
の
言
語
特
質
と
し
て
敬
語
表
現
の
多
さ
が
説
か
れ
て
き

た
。
正
格
漢
文
に
対
す
る
変
体
漢
文
の
特
徴
と
し
て
も
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
上
表
文
第
一
表
に
限
っ
て
言
え
ば
、
日
本
語
特
有
の
文
法
敬
語
表
現

が
訓
読
に
出
現
す
る
こ
と
は
稀
で
、
む
し
ろ
、
原
漢
文
に
あ
る
表
現
を
頼
っ
て

の
語
彙
的
待
遇
表
現
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
表
「
進
西
域
記
表
」
に
お
け
る
記
述
を
行
う
。

　�

読
添
語
と
し
て
存
す
る
文
法
敬
語
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
に
よ
る
尊
敬
表

現
は
、

　
９
、�

時
（
と
）き移

リ
歳

（
と
）シ

積
（
り
）
た
れレ

ト
も
人
の
欲
（
す
る
と
き
）
に
天
從
（
ひ
）

た
マ
ヘ
ハ�

遂
に
雪
袖シ

ウ

を
下ク

た

し
て
［
而
］
提
―河
に
洽ウ

か

ヒ
鶴
―林
を
援ヨ

チ

て
［
而
］
鷲
―嶺
に
栖ヤ

ト

ル
こ
と
得衣

ム
ヤ

　（
44
・
天
）

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
文
中
の
条
件
句
中
に
現
れ
る
例
で
あ
る
。

下
接
の
文
の
主
語
・
玄
奘
と
は
異
な
る
が
、
第
一
表
の
文
末
使
用
と
は
異
な
っ

た
構
文
上
の
位
置
に
使
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
訓
読
語
に
お
け
る
読
添
え
の
補

助
動
詞
は
文
中
に
も
使
用
が
可
能
で
あ
る
証
と
な
る
が
、
第
一
表
に
は
文
中
に

は
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
第
二
表
中
に
は
、「
陛
下
」
主
語
の
文
が
存
す
る
が
、「
乗の

り
…
載

の
り（
と
）（

り
）
た

り
（
34
）」「
威か

し
コ（

ま
ら
し
）
メ
て
…
齊す

ク

ヘ
リ
（
34
）」「
堙ウ

ツ

ミ
て
…
補た

す

ケ
（
35
）」

「
曜て

ラ

シ
…
闡ヒ

ラ

ク
（
36
）」
な
ど
と
続
い
て
、
以
下
日
本
語
と
し
て
自
由
に
読
添
え

て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
積
極
的
に
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
を
補
読
す
る
例

が
出
現
し
て
い
な
い
。

　
謙
譲
表
現
は
、
実
字
の
訓
と
し
て
、

　
10
、
沙
門
玄
奘
言
す

　（
31
・
玄
奘
）

　
11
、�

西
―羌光

ハ
白
き
環た

マ
キを

垂
―衣
―（
の
）［
之
］
后君

ニ
薦

た
て
マ
ツリ

き
（
32
・
西
羌
→

垂
衣
之
后
）

　
12
、�

東
―夷
はな（

ま
）エの

矢
を
刑
措ソ

の
［
之
］
君
に
賄

た
て
マ
ツリ

き
（
32
・
東
夷
→
刑
措

之
君
）

　
13
、
蒼
津
に
泛ウ

か

ヒ
て
［
而
］
贄
を
委

（
み
）ツカ

シ
メ
た
り
（
39
・
陛
下
←
〈
群
生
〉）

　
14
、�

謹
（
み
）
て
闕
（
に
）
詣
て
て
奉
―進
（
と
た
て
ま
）
ツ
リ
（
中
止
法
）

（
52
・
玄
奘
）

　
15
、
伏
（
し
）
て
戰オ

ソ

リ
灼か

シ

ク
マ
ル
こ
と
深
（
く
）
ス
（
52
・
玄
奘
）

の
如
く
、
和
語
謙
譲
動
詞
訓
と
し
て
現
れ
る
。

　
待
遇
に
関
与
し
た
と
思
し
き
漢
語
名
詞
「
玉
檢
」「
皇
靈
」
な
ど
の
挙
例
を

五

81
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割
愛
す
る
が
、
第
二
表
に
お
い
て
も
、
待
遇
表
現
は
、
漢
文
に
対
応
し
た
漢
字

が
存
せ
ず
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
を
読
添
え
ら
れ
た
文
法
敬
語
の
全
一

例
と
、
実
字
に
和
訓
を
与
え
た
謙
譲
動
詞
、
及
び
、
本
来
漢
文
に
お
い
て
既
に

待
遇
を
表
現
し
た
と
思
し
き
漢
語
名
詞
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
。

　
第
二
表
に
お
い
て
は
、「（
玄
奘
）
愚
―魯
（
に
）
し
て
（
50
）」
の
例
が
認
め

ら
れ
て
、
名
詞
相
当
の
資
格
で
待
遇
表
現
に
与
っ
て
い
る
。

　
第
三
表
「
請
大
宗
文
皇
帝
作
經
序
幷
題
經
表
」
も
、
右
と
同
様
の
待
遇
表
現

を
用
い
る
。

　
16
、�

陛
―下
典マ

ケ
（
て
）
神ア（

や
）シ

キ
翰文

て

を
垂た

れレ
て
經
の
題
表
―發
シ
タ
（
ま
）
ヘ

　
親
リ
玄
―藻
を
紆マ

ケ
て
宗
―極
序
―明
シ
タ
マ
ヘ
（
60
・
陛
下
）

　
17
、�

竊
に
見み「

み
」れレ

（
は
）
弘
福
寺
（
に
）
し
て
尊
―像
を
初は

し
（
め
）
て
成
（
し
た
）

マ
ヘ
リ
（
し
と
き
）　（
58
・
玄
奘
）

な
ど
、
読
添
語
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
は
計
三
例
を
認
め
る
。
第
一
表
・
第

二
表
に
認
め
ら
れ
な
い
待
遇
表
現
と
し
て
、
接
頭
辞
「
み
」
を
冠
し
た
名
詞
の

確
例
が
一
例
存
す
る
。

　
18
、�

聖
―上
の
親

（
ま
の
あ
）たタ

リ
鑾
の
輿み

コ
シを

降
シ�

青
蓮
（
の
）［
之
］
目
を
開
ケ
リ
（
59
）

接
頭
語
に
よ
る
敬
語
表
現
は
、
厳
密
に
は
語
彙
敬
語
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
和
文
な
ど
に
は
種
々
の
接
頭
辞
を
冠
し
た
名
詞
が
盛
ん
に
出

現
す
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
語
に
お
け
る
例
は
誠
に
少
な
い
。

　
語
彙
敬
語
た
る
謙
譲
動
詞
も
、

　
19
、
沙
門
玄
奘
言
す
（
55
・
玄
奘
）

　
20
、
謹
（
み
）
て
奉
―表
以
―聞
す
（
62
・
玄
奘
）

な
ど
第
一
表
・
第
二
表
に
観
察
さ
れ
た
語
彙
敬
語
の
出
現
例
が
存
す
る
。
例
20

は
、
漢
語
動
詞
の
例
で
あ
っ
て
、
原
漢
文
の
影
響
下
に
成
立
し
た
敬
語
動
詞
で

あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
語
彙
敬
語
と
共
に
、
以
下
の
例
が
出
現
す
る
。

　
21
、�

大
宗
文
皇
帝
に
經
の
序
幷
に
題
經
作
（
り
た
ま
へ
）
ト
請
（
ひ
）
た
（
て

ま
）
ツ
（
り
）
シ
表へ

ウ

（
54
・
玄
奘
）

右
の
例
21
の
読
添
語
に
文
法
敬
語
で
あ
る
謙
譲
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
の

確
例
が
見
え
る
が
、
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
の
確
例
は
第
三
表
に
は
こ
の

一
例
の
み
の
出
現
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
前
と
同
様
に
待
遇
に
関
連
し
た
と
認
定
さ
れ
る
漢
語
名
詞
が
認
め

ら
れ
る
。

　
以
下
、
第
四
表
「
大
宗
文
皇
帝
勅
書
表
」、
第
五
表
「
謝
納
袈
裟
剃
刀
表
」、

第
六
表
「
謝
大
宗
文
皇
帝
製
三
藏
聖
教
序
表
」
に
は
、右
の
尊
敬
表
現
の
他
に
、

　
22
、
納
の
袈
裟
一
領�

賓
鐵
の
剃
刀
一
口
施た

マ

ヒ
き
（
88
・
陛
下
）

語
彙
敬
語
た
る
尊
敬
動
詞
が
実
字
訓
と
し
て
現
れ
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
謙
譲

表
現
も
、「
謁ツ
カ

ヘ
マ
ツ
リ
き
（
101
・
玄
奘
）」「
詣マ（

ゐ
）ツ

ル
こ
と
（
101
・
玄
奘
）」

「
獻

た（
て
ま
）ツラ

ム
（
103
・
玄
奘
）」「
賜
は
（
り
）
て
（
き
）（
103
・
玄
奘
）」「
承

（
う
け
）た（
ま
）ハリ

（
107
・
玄
奘
）」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
事
象
と
し
て
は
既
に
説
い
た
語
彙
敬

語
と
し
て
の
謙
譲
動
詞
の
出
現
例
で
あ
る
。

　
第
六
表
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、

　
23
、�
玄
―奘
往サ（

き
）�

（
に
）
振し

錫
に
因
（
り
）
て
聊
（
か
）
崛
―山
に
謁ツ
カ

ヘ
マ
ツ

六
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リ
き
（
101
）

　
24
、�［
匪
］
千
―葉
に
乗の

ら
す
し
て
雙
―林
（
に
）
詣

（
い
）た（

り
）
マ
ツ
ル
こ
と
食
―

頃兄

（
の
）
如こ

と

し
（
101
）

と
し
た
補
助
動
詞
「
ま
つ
る
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
時
代
と
共
に
こ

の
語
は
漢
文
訓
読
語
に
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
る
と
さ
れ
る（

５
）。

　
以
上
、
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
に
訓
読
さ
れ
た
上
表
文
に
限
っ
て
纏
め
れ

ば
、
待
遇
表
現
は
、

　
　
一
、�

尊
敬
表
現
の
多
く
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
出
現
し
て
、
実

字
の
敬
語
動
詞
、
及
び
実
字
訓
で
原
漢
文
単
字
に
対
し
て
接
頭
辞

「
み
」
を
冠
し
た
名
詞
な
ど
の
充
当
訓
を
与
え
て
現
れ
る
敬
語
名
詞

と
し
て
出
現
す
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
文
法
敬
語
た
る
読
添
え

ら
れ
た
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

が
、
文
法
敬
語
に
分
類
さ
れ
る
待
遇
表
現
の
出
現
は
寡
少
で
あ
る
。

　
　
　
　�

ま
た
、
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
期
待
さ
れ
る
文
脈
に
あ
っ
て
も
常

体
で
表
現
さ
れ
る
箇
所
が
多
く
、
文
法
的
な
待
遇
表
現
は
盛
ん
で
は

な
い
。

　
　
一
、�

謙
譲
表
現
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
実
字
の
謙
譲
動
詞
等
の

訓
読
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
例
が
多
い
。

　
　
　
　�

ま
た
、
文
法
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
に

よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
例
は
極
め
て
少
な
い
。

　
　
一
、�

原
漢
文
に
表
現
さ
れ
た
用
字
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
漢
語
名
詞
、
漢
語

動
詞
と
し
て
訓
読
を
実
現
し
て
、
待
遇
表
現
の
働
き
を
担
わ
せ
た
例

を
多
数
指
摘
で
き
る
が
、
待
遇
表
現
の
範
疇
と
し
て
は
、
語
彙
的
待

遇
表
現
で
あ
る
。

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
け
る
上
表
文
の
単
語
レ
ベ
ル
で

の
待
遇
表
現
は
、
右
の
有
機
的
な
複
合
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。
読
添
語
に
よ
る
文
法
的
待
遇
表
現
を
担
う
補
助
動
詞
の
使
用
が
極
め
て
少

な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
語
彙
的
な
表
現
で
あ
る
和
語
動
詞
は
勿
論
、
漢
語
名
詞

や
漢
語
動
詞
に
待
遇
機
能
を
持
た
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
例
が
多
出
す
る
。
こ
う

し
た
語
彙
的
待
遇
表
現
は
、
平
仮
名
文
な
ど
に
よ
る
も
の
と
は
傾
向
的
に
大
い

に
異
な
る（

６
）と

み
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

二
、
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点
の
待
遇
表
現
（
二
）

―
上
表
文
に
お
け
る
文
章
文
体
レ
ベ
ル
の
待
遇
表
現
―

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
い
て
は
、
句
・
文
・
文
章
レ
ベ

ル
で
の
待
遇
表
現
が
存
在
す
る
。

　
ま
ず
、
第
一
表
「
進
經
論
等
表
」
を
例
に
採
る
。
第
一
表
の
文
章
は
、

　
25
、
沙
門
玄
奘
言
（
す
）　（
３
）

に
始
ま
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
第
一
表
は
、

　
26
、
謹
言

　
貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日

　
沙
門
玄
奘
上

　（
29
）

に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
表
の
み
な
ら
ず
、
他
の
上
表
文
を
取
り

上
げ
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
文
章
レ
ベ
ル
で
の
玄
奘
の
謙
っ
た
待
遇
表
現
と
し

て
文
章
全
体
の
待
遇
基
調
を
作
り
出
し
て
い
る
。
第
二
表
「
進
西
域
記
表
」
以

下
に
も
、

七

82
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リ
き
（
101
）

　
24
、�［
匪
］
千
―葉
に
乗の

ら
す
し
て
雙
―林
（
に
）
詣

（
い
）た（

り
）
マ
ツ
ル
こ
と
食
―

頃兄

（
の
）
如こ

と

し
（
101
）

と
し
た
補
助
動
詞
「
ま
つ
る
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
時
代
と
共
に
こ

の
語
は
漢
文
訓
読
語
に
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
な
く
な
る
と
さ
れ
る（

５
）。

　
以
上
、
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
に
訓
読
さ
れ
た
上
表
文
に
限
っ
て
纏
め
れ

ば
、
待
遇
表
現
は
、

　
　
一
、�

尊
敬
表
現
の
多
く
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
出
現
し
て
、
実

字
の
敬
語
動
詞
、
及
び
実
字
訓
で
原
漢
文
単
字
に
対
し
て
接
頭
辞

「
み
」
を
冠
し
た
名
詞
な
ど
の
充
当
訓
を
与
え
て
現
れ
る
敬
語
名
詞

と
し
て
出
現
す
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
文
法
敬
語
た
る
読
添
え

ら
れ
た
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

が
、
文
法
敬
語
に
分
類
さ
れ
る
待
遇
表
現
の
出
現
は
寡
少
で
あ
る
。

　
　
　
　�

ま
た
、
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
の
期
待
さ
れ
る
文
脈
に
あ
っ
て
も
常

体
で
表
現
さ
れ
る
箇
所
が
多
く
、
文
法
的
な
待
遇
表
現
は
盛
ん
で
は

な
い
。

　
　
一
、�

謙
譲
表
現
は
、
語
彙
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
実
字
の
謙
譲
動
詞
等
の

訓
読
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
例
が
多
い
。

　
　
　
　�

ま
た
、
文
法
的
な
待
遇
表
現
と
し
て
補
助
動
詞
「
た
て
ま
つ
る
」
に

よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
が
そ
の
例
は
極
め
て
少
な
い
。

　
　
一
、�

原
漢
文
に
表
現
さ
れ
た
用
字
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
漢
語
名
詞
、
漢
語

動
詞
と
し
て
訓
読
を
実
現
し
て
、
待
遇
表
現
の
働
き
を
担
わ
せ
た
例

を
多
数
指
摘
で
き
る
が
、
待
遇
表
現
の
範
疇
と
し
て
は
、
語
彙
的
待

遇
表
現
で
あ
る
。

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
け
る
上
表
文
の
単
語
レ
ベ
ル
で

の
待
遇
表
現
は
、
右
の
有
機
的
な
複
合
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
。
読
添
語
に
よ
る
文
法
的
待
遇
表
現
を
担
う
補
助
動
詞
の
使
用
が
極
め
て
少

な
く
、
こ
れ
に
対
し
て
語
彙
的
な
表
現
で
あ
る
和
語
動
詞
は
勿
論
、
漢
語
名
詞

や
漢
語
動
詞
に
待
遇
機
能
を
持
た
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
例
が
多
出
す
る
。
こ
う

し
た
語
彙
的
待
遇
表
現
は
、
平
仮
名
文
な
ど
に
よ
る
も
の
と
は
傾
向
的
に
大
い

に
異
な
る（

６
）と

み
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

二
、
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点
の
待
遇
表
現
（
二
）

―
上
表
文
に
お
け
る
文
章
文
体
レ
ベ
ル
の
待
遇
表
現
―

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
い
て
は
、
句
・
文
・
文
章
レ
ベ

ル
で
の
待
遇
表
現
が
存
在
す
る
。

　
ま
ず
、
第
一
表
「
進
經
論
等
表
」
を
例
に
採
る
。
第
一
表
の
文
章
は
、

　
25
、
沙
門
玄
奘
言
（
す
）　（
３
）

に
始
ま
る
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
第
一
表
は
、

　
26
、
謹
言

　
貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日

　
沙
門
玄
奘
上

　（
29
）

に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
表
の
み
な
ら
ず
、
他
の
上
表
文
を
取
り

上
げ
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
文
章
レ
ベ
ル
で
の
玄
奘
の
謙
っ
た
待
遇
表
現
と
し

て
文
章
全
体
の
待
遇
基
調
を
作
り
出
し
て
い
る
。
第
二
表
「
進
西
域
記
表
」
以

下
に
も
、

七

83
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27
、�

沙
門
玄
奘
言
す
…
…
謹
言

　
貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日
沙
門
玄
奘
上
（
第

二
表
）

　
28
、�
沙
門
玄
奘
言
す
…
…
謹
言

　
貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日
沙
門
玄
奘
上
表

（
第
三
表
）

　
29
、�

沙
門
玄
奘
言
（
す
）
…
…
謹
言

　
貞
觀
廿
年
七
月
十
四
日
沙
門
玄
奘
上

表
（
第
四
表
）

　
30
、�

沙
門
玄
奘
言
す
…
…
謹
言

　
貞
觀
廿
二
年
七
月
十
四
日
沙
門
玄
奘
上
表

（
第
五
表
）

　
31
、�

沙
門
玄
奘
言
す
…
…
謹
言

　
貞
觀
廿
二
年
八
月
五
日
沙
門
玄
奘
上
表
謝

（
第
六
表
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、
一
通
一
通
の
枠
組
み
と
し
て
の
待
遇
基
調
が
形
作
ら
れ
て

い
る
。

　
一
通
の
表
の
構
成
を
第
一
表
を
例
に
記
述
す
る
と
、
右
の
表
頭
に
続
い
て
、

　
32
、
玄
奘
い
聞き

ク
、（
３
）

と
し
て
、
以
下
に
、
玄
奘
の
知
見
を
述
べ
る
。
こ
の
玄
奘
の
知
見
は
、

　
33
、
其
の
道
を
詮チ

す
る
は
［
者
］
聖
―帝
な
り
（
７
）

と
し
て
、
一
般
論
と
し
て
の
「
聖
帝
」
の
要
道
を
記
し
た
部
分
で
、
こ
れ
に
次

い
で
、

　
34
、�

伏
（
し
）
て
陛
―下
を
惟
（
ひ
み
れ
）
ハ�

靈
を
纂ツ

き
て
震
に
出い

て�

運
を

撫な

て
て
樞
に
登
（
り
）
た
マ
ヘ
リ
（
８
）

と
し
た
文
章
が
始
ま
る
が
、
例
34
中
に
は
、
単
語
レ
ベ
ル
で
前
節
に
取
り
上
げ

た
語
彙
的
待
遇
表
現
と
し
て
副
詞
的
な
「
伏
（
し
）
て
」、漢
語
名
詞
「
陛
―下
」

と
、
確
例
で
は
な
い
が
「
惟
（
ひ
み
れ
）
ハ
」
が
出
現
し
、
同
時
に
漢
文
訓
読

語
に
寡
少
な
文
法
敬
語
た
る
「
た
ま
ふ
」（
四
段
）
が
認
め
ら
れ
る
。
右
に
は
、

「
伏
（
し
）
て
陛
―下
を
惟
（
ひ
み
れ
）
ハ
」
と
し
た
条
件
句
が
あ
っ
て
今
上
陛

下
の
事
蹟
を
述
べ
立
て
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
の
条
件
句
表
現
も
上
表
文
に
お

い
て
文
章
レ
ベ
ル
で
の
常
套
的
な
待
遇
表
現
で
、
文
章
構
成
の
レ
ベ
ル
で
の
待

遇
表
現
を
形
作
る
。
こ
の
今
上
陛
下
の
事
蹟
を
述
べ
立
て
る
部
分
に
は
、
前
節

に
取
り
上
げ
た
漢
語
名
詞
、
漢
語
動
詞
が
現
れ
て
、
陛
下
に
対
し
て
の
敬
意
の

待
遇
表
現
と
な
る
。

　
第
一
表
の
文
章
は
、
16
行
か
ら
、
玄
奘
自
身
の
現
状
を
述
べ
立
て
る
文
章
と

な
る
が
、

　
35
、�

玄
―奘
行
―業
紀ツ

イ
て

一
无
二（
く
）し
て
空（
し
）く
曲
―成
を
符

（
に
）なヘ

リ
謬

ア（
や
）マ�（

ち
）

テ
緇シ

―徒豆

に
齒マ

シ
ハリ

て
慙ハ

チ

有
（
り
）（
16
）

右
は
、
上
表
文
の
記
主
た
る
玄
奘
の
、
自
己
に
対
す
る
卑
下
の
待
遇
表
現
を
文

章
レ
ベ
ル
で
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

　
36
、�

玄
―奘��

學
（
か
）ク

―沈
―秘
に
非
ず
（
あ
）
レ
は�

識サ
ト
リ�

該カ
イ

―通
に
謝
サ
レ
ハ
何
の

以
て
か
仰
（
き
）
て
天
―規
を
シ
稱
し
て
敬
（
み
）
て
至
―教
を
弘
メ
ム

（
27
）

な
ど
の
条
件
句
の
表
現
も
、
玄
奘
自
身
の
自
己
に
対
す
る
卑
下
の
待
遇
表
現
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
一
表
に
限
ら
ず
、

　
37
、�

玄
奘
を
質身

を
稟ウ

ケ
（
た
る
こ
と
）
愚
―魯
（
に
）
し
て
［
於
］
緝
―實
に

昧ク
ラ

シ
（
49
・
第
二
表
）

　
38
、
此
の
蕪ア

ラ

き
辭こ

と
ばを

截す

て
て
其
の
實
―録
を
採ト

ラ
ム
（
50
・
第
二
表
）
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な
ど
も
、
玄
奘
の
上
表
文
に
お
け
る
玄
奘
自
身
を
卑
下
し
た
待
遇
表
現
で
あ
っ

て
、
こ
の
種
の
待
遇
表
現
が
第
一
表
以
外
に
も
多
く
出
現
す
る
。

　
文
章
構
成
上
、
第
一
表
は
、
文
末
の
「
謹
言
」
の
直
前
に
至
っ
て
、
上
表
の

お
お
け
な
さ
を
述
べ
た
文
が
存
す
る
。

　
39
、�

追
（
ひ
）
て
慙は

チ
戰オ

ソ

リ
悸か

シ
コマ

ル
こ
と
氷
れ
ル
谷
を
履フ

ム
カ
若
シ

　
謹
言

（
28
）

右
の
一
文
も
、
玄
奘
の
上
表
奉
進
に
対
す
る
自
己
の
有
り
様
を
記
し
た
文
で
あ

る
が
、
皇
帝
と
の
関
係
に
お
け
る
玄
奘
の
自
身
に
対
す
る
待
遇
表
現
と
み
て
良

か
ろ
う
。

　
右
の
第
一
表
の
他
に
、
同
様
の
待
遇
表
現
は
、
上
表
文
末
に
定
型
と
し
て
現

れ
る
よ
う
で
、

　
40
、�

謹
（
み
）
て
闕
（
に
）
詣
て
て
奉
―進
（
と
た
て
ま
）
ツ
リ
輕

（
か
る
か
）るシ

ク
旒リ

ウ

―衣イ

を
塵ケ

カ

シ�

伏
（
し
）
て
戰オ

ソ

リ
灼か

シ

ク
マ
ル
こ
と
深フ

カ

（
く
）
ス

　
謹
言

（
52
・
第
二
表
）

　
41
、�

謹
（
み
）
て
奉
―表
以
―聞
す�

輕
（
し
く
）
天
威
を
觸ケ

カ

シ
て
悚
（
り
）

汗ア
セ

ツ
カ
フ
こ
と
増
す

　
謹
言
（
62
・
第
三
表
）

な
ど
上
表
文
に
お
け
る
定
型
の
文
体
的
待
遇
表
現
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

　
右
の
待
遇
表
現
の
類
型
は
、
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
敬
平
安
初
期

点
の
上
表
文
に
共
通
の
表
現
類
型
で
、
も
と
も
と
は
原
漢
文
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
待
遇
表
現
法
で
あ
る
が
、
文
章
レ
ベ
ル
で
の
待
遇
表

現
法
が
栄
え
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
、
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点
の
待
遇
表
現
（
三
）

―
勅
書
に
お
け
る
待
遇
表
現
―

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
に
は
、
玄
奘
の
上
表
文
に
答
え
た
訓
点
の
あ
る
勅

書
（
答
制
）
が
一
通
存
す
る
。
全
七
行
一
三
七
字
で
言
語
量
は
極
め
て
少
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
勅
書
に
認
め
ら
れ
る
待
遇
表
現
は
、
以
下
の
通
り
記
述
さ

れ
る
。

　
文
法
敬
語
た
る
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
が
一
例
認
め
ら
れ
る
。

　
42
、�

又
云
は
（
く
）�『
新
撰
の
西
―域
の
記
を
は
［
者
］
當
に
自か

ラ
披ヒ

ル

ケ
覽

み「
み
」よヨ

』

と
奘
尚
に
勅
（
し
）
た
マ
フ
（
70
）

右
の
例
で
あ
る
。
訓
読
者
が
こ
の
部
分
の
漢
文
の
構
造
を
如
何
に
理
解
し
た
か

が
問
題
と
な
る
。「
又
云
は
（
く
）」
の
主
体
は
、「
朕竹

イ

」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
訓

読
の
結
果
か
ら
は
、
二
種
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、「
勅
奘
尚
」
が
、
大
宗
文
皇
帝
の
主
語
文
で
は
な
く
、
第
三
者
の

叙
述
文
だ
と
み
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
勅
書
を
引
用
し
た
の
は
、
玄
奘
で
あ
っ

て
、
文
書
末
に
は
、

　
43
、�

貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日
内
（
よ
り
）
出
與
シ
玄
奘
法
師
謝
（
し
）
き

（
70
）

と
あ
っ
て
、玄
奘
が
勅
書
を
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
と
す
れ
ば
、

「
勅
（
し
）
た
マ
フ
」
の
敬
意
は
、
第
三
者
（
玄
奘
）
に
よ
っ
て
添
え
ら
れ
て

い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
今
一
つ
は
、
こ
の
答
制
は
、
標
題
よ
り
「
勅
奘
尚
」
ま
で
を
一
貫
し
て
大
宗

九

84
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な
ど
も
、
玄
奘
の
上
表
文
に
お
け
る
玄
奘
自
身
を
卑
下
し
た
待
遇
表
現
で
あ
っ

て
、
こ
の
種
の
待
遇
表
現
が
第
一
表
以
外
に
も
多
く
出
現
す
る
。

　
文
章
構
成
上
、
第
一
表
は
、
文
末
の
「
謹
言
」
の
直
前
に
至
っ
て
、
上
表
の

お
お
け
な
さ
を
述
べ
た
文
が
存
す
る
。

　
39
、�

追
（
ひ
）
て
慙は

チ
戰オ

ソ

リ
悸か

シ
コマ

ル
こ
と
氷
れ
ル
谷
を
履フ

ム
カ
若
シ

　
謹
言

（
28
）

右
の
一
文
も
、
玄
奘
の
上
表
奉
進
に
対
す
る
自
己
の
有
り
様
を
記
し
た
文
で
あ

る
が
、
皇
帝
と
の
関
係
に
お
け
る
玄
奘
の
自
身
に
対
す
る
待
遇
表
現
と
み
て
良

か
ろ
う
。

　
右
の
第
一
表
の
他
に
、
同
様
の
待
遇
表
現
は
、
上
表
文
末
に
定
型
と
し
て
現

れ
る
よ
う
で
、

　
40
、�

謹
（
み
）
て
闕
（
に
）
詣
て
て
奉
―進
（
と
た
て
ま
）
ツ
リ
輕

（
か
る
か
）るシ

ク
旒リ

ウ

―衣イ

を
塵ケ

カ

シ�

伏
（
し
）
て
戰オ

ソ

リ
灼か

シ

ク
マ
ル
こ
と
深フ

カ

（
く
）
ス

　
謹
言

（
52
・
第
二
表
）

　
41
、�

謹
（
み
）
て
奉
―表
以
―聞
す�

輕
（
し
く
）
天
威
を
觸ケ

カ

シ
て
悚
（
り
）

汗ア
セ

ツ
カ
フ
こ
と
増
す

　
謹
言
（
62
・
第
三
表
）

な
ど
上
表
文
に
お
け
る
定
型
の
文
体
的
待
遇
表
現
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

　
右
の
待
遇
表
現
の
類
型
は
、
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
敬
平
安
初
期

点
の
上
表
文
に
共
通
の
表
現
類
型
で
、
も
と
も
と
は
原
漢
文
の
影
響
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
待
遇
表
現
法
で
あ
る
が
、
文
章
レ
ベ
ル
で
の
待
遇
表

現
法
が
栄
え
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
、
大
唐
三
蔵
法
師
玄
奘
表
啓
平
安
初
期
点
の
待
遇
表
現
（
三
）

―
勅
書
に
お
け
る
待
遇
表
現
―

　
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
に
は
、
玄
奘
の
上
表
文
に
答
え
た
訓
点
の
あ
る
勅

書
（
答
制
）
が
一
通
存
す
る
。
全
七
行
一
三
七
字
で
言
語
量
は
極
め
て
少
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
勅
書
に
認
め
ら
れ
る
待
遇
表
現
は
、
以
下
の
通
り
記
述
さ

れ
る
。

　
文
法
敬
語
た
る
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
が
一
例
認
め
ら
れ
る
。

　
42
、�

又
云
は
（
く
）�『
新
撰
の
西
―域
の
記
を
は
［
者
］
當
に
自か

ラ
披ヒ

ル

ケ
覽

み「
み
」よヨ

』

と
奘
尚
に
勅
（
し
）
た
マ
フ
（
70
）

右
の
例
で
あ
る
。
訓
読
者
が
こ
の
部
分
の
漢
文
の
構
造
を
如
何
に
理
解
し
た
か

が
問
題
と
な
る
。「
又
云
は
（
く
）」
の
主
体
は
、「
朕竹

イ

」
で
あ
ろ
う
か
ら
、
訓

読
の
結
果
か
ら
は
、
二
種
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

　
一
つ
は
、「
勅
奘
尚
」
が
、
大
宗
文
皇
帝
の
主
語
文
で
は
な
く
、
第
三
者
の

叙
述
文
だ
と
み
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
勅
書
を
引
用
し
た
の
は
、
玄
奘
で
あ
っ

て
、
文
書
末
に
は
、

　
43
、�

貞
觀
廿
年
七
月
十
三
日
内
（
よ
り
）
出
與
シ
玄
奘
法
師
謝
（
し
）
き

（
70
）

と
あ
っ
て
、玄
奘
が
勅
書
を
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
と
す
れ
ば
、

「
勅
（
し
）
た
マ
フ
」
の
敬
意
は
、
第
三
者
（
玄
奘
）
に
よ
っ
て
添
え
ら
れ
て

い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

　
今
一
つ
は
、
こ
の
答
制
は
、
標
題
よ
り
「
勅
奘
尚
」
ま
で
を
一
貫
し
て
大
宗

九

85



玄奘表啓平安初期点における待遇表現体系（松本） 10

文
皇
帝
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
勅
す
る
」
行
為
の
主
語
が

大
宗
文
皇
帝
自
身
で
あ
る
と
見
れ
ば
、文
法
敬
語
た
る
補
助
動
詞「
た
ま
ふ
」は
、

自
敬
表
現
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
右
の
二
種
の
解
釈
は
、
訓
読
者
が
答
制
の
文
構
造
を
ど
う
捉
え
た
の
か
に
関

係
す
る
。
ど
う
見
た
の
か
の
結
論
は
、
こ
こ
で
断
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

自
敬
表
現
が
、
四
六
駢
儷
文
の
平
安
初
期
漢
文
訓
読
語
の
待
遇
表
現
体
系
の
中

に
存
し
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
の
勅
答
一
通
に
は
、文
法
敬
語
の
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
一
例
以
外
に
は
、

補
助
動
詞
の
確
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
方
法
論
の

開
拓
を
急
が
ね
ば
成
ら
な
い
が
、
明
確
な
漢
語
名
詞
や
漢
語
動
詞
に
よ
る
待
遇

表
現
も
そ
の
評
価
特
定
が
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、

　
44
、�

法
―師
夙ハ

ヤ

ク
高
―行
を
標へ（

う
）シ

て
早ス

み
や（

か
）
に
塵
の
表
に
出
（
て
）
た
り

　

寶
の
舟
を
泛
ヘ
て
［
而
］
彼
―岸
に
登
リ
（
65
）

に
お
け
る
「
高
行
」
は
玄
奘
の
待
遇
と
し
て
は
尊
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、「
寶

の
舟
」
も
敬
意
、
あ
る
い
は
、
常
体
で
の
美
文
的
待
遇
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ

て
プ
ラ
ス
の
待
遇
表
現
が
実
現
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

自
称
の
「
朕竹

イ

」（
68
）
は
待
遇
表
現
に
与
る
し
、「
朕
」
が
主
語
た
る
、

　
45
、�

朕竹
イ�

學
（
か
）ク

淺ウ（
す
）ク�

心
拙ツ

た

な
ケ
（
れ
）
は
物
に
在
す
る
（
す
ら
）
猶
し
迷マ

ト

ヒ
ヌ

（
68
・
朕
）

に
お
け
る
「
學

（
か
）ク

淺ウ（
す
）ク

」、「
心
拙ツ

た

な
ケ
（
れ
）
は
」
も
皇
帝
の
自
己
に
対
す
る
卑

下
表
現
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
句
単
位
の
表
現
と
し
て
漢
文
訓
読
語
の
待
遇
に
与

る
表
現
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。「
猶
し
迷マ

ト

ヒ
ヌ
」
も
文
皇
帝
の
謙
遜
表
現
で
、

待
遇
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
に
続
く
、

　
46
、��

況
（
や
）
佛
―教
の
幽ハ

ル

カ
ニ
微ク

ハ

シ
（
き
）
を
は
豈
に
能
（
く
）
仰ア

フ

キ
測は

か

ラ
ム
ヤ
（
68
）

の
反
語
表
現
も
文
皇
帝
の
謙
遜
表
現
と
し
て
評
価
で
き
、
待
遇
表
現
に
与
る
も

の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
勅
答
の
言
語
量
が
少
な
く
、
類
型
的
な
待
遇
表
現
の
帰
納
が
充
分
に
は
で
き

な
い
が
、
単
語
レ
ベ
ル
で
の
語
彙
的
待
遇
表
現
と
句
や
文
章
レ
ベ
ル
で
の
待
遇

表
現
が
帰
納
さ
れ
る
こ
と
は
上
表
文
と
同
様
で
、
ま
た
、
文
法
敬
語
た
る
「
た

ま
ふ
」（
四
段
）
が
例
外
的
に
出
現
す
る
こ
と
も
上
表
文
と
同
様
の
状
況
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　
右
に
は
、
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
認
め
ら
れ
る

待
遇
表
現
法
を
体
系
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
文
法
敬
語

と
言
わ
れ
る
も
の
の
使
用
が
極
め
て
寡
少
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た（

７
）。

文
法

敬
語
は
、
専
ら
、
助
動
詞
と
補
助
動
詞
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
表
現
で
あ
っ
て
、

漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は
、
読
添
語
と
し
て
訓
読
語
中
に
現
れ
る
語
群
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
原
漢
文
に
制
約
さ
れ
る
側
面
が
少
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
待
遇
表
現
に
与
る
補
助
動
詞
や
助
動
詞
が
多
出
は
し
な
い
。
こ
の
点
が

平
安
和
文
の
待
遇
表
現
法
体
系
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
訓
読

語
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
の
特
徴
を
形
作
っ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
日
本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
に
は
語
彙
的
待
遇
表
現
が
盛
ん
に
出
現
す

十
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る
。
原
漢
文
の
用
字
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
待
遇
表
現
に
与
る
語

詞
が
多
数
出
現
す
る
。
た
だ
し
、
本
論
で
も
触
れ
た
如
く
、
あ
る
語
詞
が
持
つ

待
遇
価
値
を
如
何
な
る
待
遇
表
現
法
の
体
系
中
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

か
の
判
断
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は

待
遇
表
現
を
司
る
か
か
る
語
彙
レ
ベ
ル
で
の
色
彩
が
強
い
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
今
回
の
事
象
記
述
の
対
象
が
上
表
文
及
び
勅
答
で
あ
っ
た
が
た
め

に
文
章
・
文
体
の
レ
ベ
ル
で
の
待
遇
表
現
法
が
帰
納
さ
れ
た
。
広
く
上
表
・
勅

答
以
外
の
四
六
駢
儷
文
に
お
け
る
言
語
事
象
の
記
述
の
必
要
性
を
感
じ
る
し
、

さ
ら
に
四
六
駢
儷
文
以
外
の
漢
文
体
の
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
体
系
の

実
態
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
案
ぜ
ら
れ
る
。

　
大
凡
、
概
観
と
し
て
の
歴
史
的
変
化
と
し
て
、
平
安
初
期
の
訓
読
語
は
、
よ

り
大
和
言
葉
的
に
文
章
全
体
に
亘
っ
て
の
目
配
り
の
も
と
に
訓
読
さ
れ
て
読
添

語
な
ど
表
現
が
豊
富
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
安
中
期
を
境
に
一
字
一
字
の
訓
読

の
集
積
、
即
ち
一
々
の
漢
字
の
訓
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
訓
読
文
生
成
に

転
じ
た
と
説
か
れ
る
。
右
は
平
安
初
期
の
上
表
文
、
勅
答
に
限
っ
て
の
分
析
で

し
か
な
い
が
、
漢
文
訓
読
語
の
事
象
の
問
題
と
し
て
待
遇
表
現
は
も
と
も
と
、

原
漢
文
に
委
ね
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
読
み
添
え
ら
れ
て
も
良
さ
そ
う
な
箇
所

に
す
ら
平
安
初
期
よ
り
補
助
動
詞
の
読
添
え
な
ど
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
歴
史

が
あ
る
よ
う
で
あ
る（

８
）。

　
即
ち
、
概
括
し
て
一
つ
の
特
徴
的
な
変
化
傾
向
を
元
に
敷
衍
し
て
変
化
傾
向

が
説
か
れ
て
き
た
憾
み
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
訓
読
語
変
化
も
、
特
徴
的
に
変

化
し
て
記
述
が
明
快
で
変
化
と
し
て
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
注
目
を
集
め
や
す
い

事
象
の
研
究
の
累
積
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語

史
に
お
い
て
は
本
質
的
に
変
化
し
て
い
な
い
事
象
が
如
何
な
る
言
語
範
疇
に
属

し
て
、
平
安
時
代
の
他
文
体
の
言
語
と
対
立
的
に
存
在
し
た
も
の
か
の
視
点
で

漢
文
訓
読
語
の
歴
史
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
今
ま
で
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
雑
多
な
漢
文
訓
読
語
の
言
語
面
の
性
質
を

組
織
化
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
言
語
事
象
の
異
な
り
を
考
慮
し
た
分
類
枠

を
設
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
漢
文
訓
読
語
史
上
に
変
化
を
起
こ
し
易
い
分
類
枠

組
み
が
何
で
あ
る
の
か
、
あ
る
分
類
の
枠
組
み
で
は
漢
文
訓
読
語
史
内
部
で
は

変
化
が
起
こ
り
に
く
い
も
の
の
、
共
時
的
な
分
析
視
点
か
ら
は
、
和
文
等
の
他

文
体
と
の
言
語
組
成
の
問
題
と
し
て
対
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
て
、
か
か
る

範
疇
で
の
文
体
的
な
差
を
求
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日

本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
の
事
象
差
に
対
す
る
配
慮
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
反

省
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
従
来
求
め
ら
れ
て
き
た
漢
文
訓
読
語
内
部
で
の
位
相
差

に
よ
る
分
析
視
点
を
改
め
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
従
来
、
余
り

に
も
訓
読
者
の
〝
言
語
主
体
〟
の
差
に
対
す
る
関
心
が
独
走
し
て
細
分
化
し
す

ぎ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
和
文
と
の
比
較
も
充
分
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
訓
読
語
を
主
と
し
た
分
析
の
視
角

は
ま
だ
幾
重
に
も
あ
る
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
諄
く
な
る
が
、
本
稿
は
、
平
安
初
期
の
「
上
表
文
・
勅
答
」
と
言
う
四
六
駢

儷
文
の
中
で
も
限
ら
れ
た
漢
文
体
の
訓
読
に
お
け
る
待
遇
表
現
と
い
う
限
ら
れ

た
切
り
口
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
漢
文
た
る
四
六
駢
儷
文
の
作
文
が

必
然
的
に
担
っ
て
い
る
〝
美
文
〟
に
お
け
る
待
遇
表
現
が
、
既
に
漢
文
に
お
い

十
一
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る
。
原
漢
文
の
用
字
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
待
遇
表
現
に
与
る
語

詞
が
多
数
出
現
す
る
。
た
だ
し
、
本
論
で
も
触
れ
た
如
く
、
あ
る
語
詞
が
持
つ

待
遇
価
値
を
如
何
な
る
待
遇
表
現
法
の
体
系
中
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

か
の
判
断
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
は

待
遇
表
現
を
司
る
か
か
る
語
彙
レ
ベ
ル
で
の
色
彩
が
強
い
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
今
回
の
事
象
記
述
の
対
象
が
上
表
文
及
び
勅
答
で
あ
っ
た
が
た
め

に
文
章
・
文
体
の
レ
ベ
ル
で
の
待
遇
表
現
法
が
帰
納
さ
れ
た
。
広
く
上
表
・
勅

答
以
外
の
四
六
駢
儷
文
に
お
け
る
言
語
事
象
の
記
述
の
必
要
性
を
感
じ
る
し
、

さ
ら
に
四
六
駢
儷
文
以
外
の
漢
文
体
の
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
体
系
の

実
態
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
案
ぜ
ら
れ
る
。

　
大
凡
、
概
観
と
し
て
の
歴
史
的
変
化
と
し
て
、
平
安
初
期
の
訓
読
語
は
、
よ

り
大
和
言
葉
的
に
文
章
全
体
に
亘
っ
て
の
目
配
り
の
も
と
に
訓
読
さ
れ
て
読
添

語
な
ど
表
現
が
豊
富
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
安
中
期
を
境
に
一
字
一
字
の
訓
読

の
集
積
、
即
ち
一
々
の
漢
字
の
訓
の
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
と
し
て
の
訓
読
文
生
成
に

転
じ
た
と
説
か
れ
る
。
右
は
平
安
初
期
の
上
表
文
、
勅
答
に
限
っ
て
の
分
析
で

し
か
な
い
が
、
漢
文
訓
読
語
の
事
象
の
問
題
と
し
て
待
遇
表
現
は
も
と
も
と
、

原
漢
文
に
委
ね
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
読
み
添
え
ら
れ
て
も
良
さ
そ
う
な
箇
所

に
す
ら
平
安
初
期
よ
り
補
助
動
詞
の
読
添
え
な
ど
が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
歴
史

が
あ
る
よ
う
で
あ
る（

８
）。

　
即
ち
、
概
括
し
て
一
つ
の
特
徴
的
な
変
化
傾
向
を
元
に
敷
衍
し
て
変
化
傾
向

が
説
か
れ
て
き
た
憾
み
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
訓
読
語
変
化
も
、
特
徴
的
に
変

化
し
て
記
述
が
明
快
で
変
化
と
し
て
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
注
目
を
集
め
や
す
い

事
象
の
研
究
の
累
積
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語

史
に
お
い
て
は
本
質
的
に
変
化
し
て
い
な
い
事
象
が
如
何
な
る
言
語
範
疇
に
属

し
て
、
平
安
時
代
の
他
文
体
の
言
語
と
対
立
的
に
存
在
し
た
も
の
か
の
視
点
で

漢
文
訓
読
語
の
歴
史
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
今
ま
で
一
括
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
雑
多
な
漢
文
訓
読
語
の
言
語
面
の
性
質
を

組
織
化
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
言
語
事
象
の
異
な
り
を
考
慮
し
た
分
類
枠

を
設
定
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
漢
文
訓
読
語
史
上
に
変
化
を
起
こ
し
易
い
分
類
枠

組
み
が
何
で
あ
る
の
か
、
あ
る
分
類
の
枠
組
み
で
は
漢
文
訓
読
語
史
内
部
で
は

変
化
が
起
こ
り
に
く
い
も
の
の
、
共
時
的
な
分
析
視
点
か
ら
は
、
和
文
等
の
他

文
体
と
の
言
語
組
成
の
問
題
と
し
て
対
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
て
、
か
か
る

範
疇
で
の
文
体
的
な
差
を
求
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日

本
語
た
る
漢
文
訓
読
語
の
事
象
差
に
対
す
る
配
慮
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
と
反

省
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
従
来
求
め
ら
れ
て
き
た
漢
文
訓
読
語
内
部
で
の
位
相
差

に
よ
る
分
析
視
点
を
改
め
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
従
来
、
余
り

に
も
訓
読
者
の
〝
言
語
主
体
〟
の
差
に
対
す
る
関
心
が
独
走
し
て
細
分
化
し
す

ぎ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
和
文
と
の
比
較
も
充
分
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
訓
読
語
を
主
と
し
た
分
析
の
視
角

は
ま
だ
幾
重
に
も
あ
る
と
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
諄
く
な
る
が
、
本
稿
は
、
平
安
初
期
の
「
上
表
文
・
勅
答
」
と
言
う
四
六
駢

儷
文
の
中
で
も
限
ら
れ
た
漢
文
体
の
訓
読
に
お
け
る
待
遇
表
現
と
い
う
限
ら
れ

た
切
り
口
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
漢
文
た
る
四
六
駢
儷
文
の
作
文
が

必
然
的
に
担
っ
て
い
る
〝
美
文
〟
に
お
け
る
待
遇
表
現
が
、
既
に
漢
文
に
お
い

十
一
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て
存
し
た
も
の
で
、
日
本
語
と
し
て
成
立
し
た
漢
文
訓
読
文
の
待
遇
表
現
は
、

原
漢
文
の
美
辞
麗
句
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
漢

文
訓
読
語
の
待
遇
表
現
の
〝
実
態
〟
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
そ
う
し
た
表
現

体
が
日
本
語
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
漢
文
の
種
類
は
こ
れ
の

み
で
は
な
い
こ
と
を
十
二
分
に
自
覚
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
切
り
出
す
べ
き
資
料
態
を
設
定
す
る
視
点
は
、
恐
ら
く
、
幾
重
に
も
あ
る
は

ず
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
文
章
・
文
体
レ
ベ
ル
で
の
分
析
と
し
て
切
り
込
む
べ
き

言
語
事
象
も
多
々
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
研
究
者
の
個
性
に
よ
っ
て

考
え
得
る
視
角
に
頼
っ
て
分
析
を
進
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
愚
考
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

注　
１
、�

拙
稿
「
高
山
寺
蔵
不
空
三
蔵
表
制
集
院
政
期
点
に
つ
い
て
︱
上
表
と
勅

答
の
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
を
中
心
に
︱
」（
高
山
寺
典
籍
文

書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
平
成
二
十
三
年
度�
、
平
成
二
十
四
年

三
月
）
参
照
。

　
２
、
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
は
、
夙
に
、

　
　
　�

大
矢
透
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
体
沿
革
史
料
』（
明
治
四
十
二
年
三
月
、

帝
国
学
士
院
）。

　
　
　�

の
第
三
面
に
登
載
さ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
で
、
本
資
料
の
訓
点
に

つ
い
て
は
、

　
　
　�

吉
沢
義
則「
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
の
訓
点
」（『
国
語
国
文
の
研
究
』、

昭
和
二
年
四
月
、
岩
波
書
店
）

　
　
　�

築
島
裕
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
古
点
」（『
訓
点
語
と
訓

点
資
料
』
第
四
輯
、
昭
和
三
十
年
五
月
）。

　
　
　�

遠
藤
嘉
基「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
古
点
に
つ
い
て
」（『
国

語
国
文
』
第
二
十
四
巻
第
十
一
号
、
昭
和
三
十
年
十
一
月
）。

　
　
　�

山
田
忠
夫
「

知
恩
院

蔵
　
本

大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
古
点
の
研
究
」（『
国
語
学
』

第
二
九
集
、
昭
和
三
十
二
年
六
月
）。

　
　
　�

中
田
祝
夫
『
東
大
寺
風
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』（
昭
和
四
十
四
年

六
月
、
風
間
書
房
）

　
　
　�

に
お
い
て
全
貌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
使
用
す
る
の
は
、
右
の

諸
論
考
に
よ
り
、
ま
た
、
小
林
芳
規
博
士
の
御
移
点
本
を
参
照
さ
せ
て

戴
い
た
。

　
３
、�

知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平
安
初
期
点
に
お
け
る
補
助
動
詞

「
た
ま
ふ
」
の
出
現
は
、
玄
奘
の
上
表
文
全
七
通
を
通
じ
て
、
全
七
例

を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。
小
林
芳
規
博
士
は
、

　
　
　�

小
林
芳
規
『

平�

安�

時�

代�

の

仏
書
に
基
づ
く

漢
文
訓
読
語
史
の
研
究
Ⅲ

　
初
期
訓
読
語
体
系
』

（
平
成
二
十
四
年
二
月
、
汲
古
書
院
）
二
八
二
頁

　
　
　�

に
お
い
て
本
稿
に
取
り
上
げ
る
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
奘
法
師
表
啓
平

安
初
期
点
と
興
福
寺
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
永
久
点
を
比
較
さ
れ
て
、

　
　
　
　���

平
安
初
期
点
に
読
添
え
ら
れ
た
『
タ
マ
フ
』『
タ
テ
マ
ツ
ル
』
が
、

永
久
点
で
は
欠
く
も
の
が
あ
り
、
逆
に
永
久
点
で
加
わ
っ
た
も
の
も

あ
り
、
両
資
料
共
に
見
ら
れ
る
が
、
絶
対
量
と
し
て
は
永
久
点
の
方

十
二

広島大学大学院文学研究科論集　第72巻13

十
三

が
少
な
い
。

　
　
　�

と
述
べ
ら
れ
る
が
、
両
資
料
を
通
時
的
に
比
較
で
き
る
の
は
、
第
二
表

「
進
西
域
記
表
」、
第
四
表
「
表
謝
太
宗
文
皇
帝
勅
書
表
」、
第
六
表
「
謝

大
宗
文
皇
帝
製
三
蔵
聖
教
序
表
」
と
唯
一
の
答
「
太
宗
文
皇
帝
報
請
作

経
序
勅
書
」
の
四
通
の
み
で
あ
る
。
補
助
動
詞
の
出
現
の
絶
対
量
が
二

桁
に
満
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
通
時
的
多
少
は
論
じ
ら
れ
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。
同
書
二
七
一
頁
に
記
述
さ
れ
た
通
時
的
異
同
の
例
で
大
慈
恩

寺
三
藏
法
師
伝
永
久
点
に
認
め
ら
れ
な
い
「
敬
語
」
の
挙
例
三
例
の
内
、

第
一
例
は
上
表
中
の
確
例
で
あ
る
が
、
第
二
例
は
勅
答
で
の
出
現
例
で

本
稿
に
問
題
と
し
た
例
で
、
通
時
的
な
変
化
と
は
断
定
で
き
な
い
。
ま

た
、
第
三
例
目
は
確
例
で
は
な
い
。

　
４
、�

漢
語
名
詞
、
漢
語
動
詞
が
待
遇
表
現
に
関
わ
る
こ
と
は
、
連
文
「
光
命
」

の
訓
と
し
て
、「
光

オ
ホ
セ
タ
マ（
ふ
）命ミ
コ
ト（

88
）」
の
例
が
あ
っ
て
、
語
構
成
と
し
て

は
漢
文
段
階
で
既
に
「
光
」
は
、「
命
」
を
修
飾
し
て
美
称
と
し
て
働

い
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
よ
う
か
ら
、美
文
た
る
四
六
駢
儷
文
の
用
語
に
、

既
に
中
国
語
文
に
お
い
て
待
遇
表
現
が
さ
れ
て
い
た
も
の
を
訓
読
者
が

理
解
し
た
訓
読
語
で
あ
る
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。

　
５
、
注
３
文
献
、
二
六
一
頁
。

　
６
、�

平
安
時
代
の
平
仮
名
資
料
（
代
表
的
に
は
和
歌
集
の
詞
書
き
や
物
語
・

日
記
・
な
ど
所
謂
、
和
文
）
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
方
法
と
は
異
な
る

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
紙
幅
を
裂
い
て
本
稿
に
詳
述
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
端
を
、

平
安
中
期
初
頭
成
立
で
、
十
二
世
紀
の
書
写
で
あ
る
元
永
本
古
今
和
歌

集
の
詞
書
き
を
例
に
一
部
を
例
示
し
て
お
く
。
そ
も
そ
も
、
古
今
和
歌

集
の
詞
書
き
自
体
が
短
く
、
一
文
乃
至
数
文
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
上
下
関
係
の
明
確
な
詞
書
き
を
例
に
と
れ
ば
、

　
　
　�

○�

朱
雀
院
帝
ふ
る
の
瀧
御
覧
せ
む
と
て
、
ふ
づ
き
の
七
日
お
は
し
ま
し

て
在
り
け
る
時
に
、
御
と
も
に
候
人
々
に
歌
読
さ
せ
た
ま
う
け
れ
ば

よ
め
る
橘
長
盛

　（
927
詞
書
）

　
　
　�

右
の
例
は
、
朱
雀
院
を
主
語
と
し
て
敬
語
動
詞
「
御
覧
ず
」「
お
は
し

ま
し
て
あ
り
」、
助
動
詞
「
す
」、
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
が
尊
敬
表
現

を
担
う
。
主
語
朱
雀
院
に
対
す
る
述
語
節
の
す
べ
て
に
某
か
の
尊
敬
表

現
が
伴
う
。
接
頭
語
を
伴
う
「
御
と
も
」
も
朱
雀
院
に
対
す
る
敬
語
名

詞
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。「
人
々
」に
対
す
る
連
体
の
従
属
句
に
は
、

連
体
法
「
候
ふ
」
が
現
れ
て
い
て
、
謙
譲
表
現
を
司
る
。
右
に
現
れ
る

動
詞
句
に
は
敬
語
表
現
機
能
要
素
が
存
在
す
る
が
、
唯
一
の
例
外
は
、

詞
書
末
の
詠
者
・
橘
長
盛
が
主
語
た
る
常
体
の「
よ
め
る
」の
み
で
あ
る
。

　
　
　�

今
後
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
文
体
差
の
存
す
る
資
料
群
の
待
遇
表
現

法
体
系
を
相
対
的
に
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
７
、�

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
注
４
に
お
い
て
実
例
を
掲
げ
て
和
文
語
と
漢

文
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
異
な
り
と
一
端
を
掲
げ
た
が
、

和
文
の
待
遇
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
敬
語
表
現
を
取
り
上
げ

て
、
稿
者
自
身
の
作
業
と
し
て
確
認
し
た
、

　
　
　�

拙
稿
「
平
安
時
代
和
文
資
料
に
お
け
る
敬
語
表
現
法
に
つ
い
て
︱
源
氏
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十
三

が
少
な
い
。

　
　
　�

と
述
べ
ら
れ
る
が
、
両
資
料
を
通
時
的
に
比
較
で
き
る
の
は
、
第
二
表

「
進
西
域
記
表
」、
第
四
表
「
表
謝
太
宗
文
皇
帝
勅
書
表
」、
第
六
表
「
謝

大
宗
文
皇
帝
製
三
蔵
聖
教
序
表
」
と
唯
一
の
答
「
太
宗
文
皇
帝
報
請
作

経
序
勅
書
」
の
四
通
の
み
で
あ
る
。
補
助
動
詞
の
出
現
の
絶
対
量
が
二

桁
に
満
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
通
時
的
多
少
は
論
じ
ら
れ
な
い
と
判
断

さ
れ
る
。
同
書
二
七
一
頁
に
記
述
さ
れ
た
通
時
的
異
同
の
例
で
大
慈
恩

寺
三
藏
法
師
伝
永
久
点
に
認
め
ら
れ
な
い
「
敬
語
」
の
挙
例
三
例
の
内
、

第
一
例
は
上
表
中
の
確
例
で
あ
る
が
、
第
二
例
は
勅
答
で
の
出
現
例
で

本
稿
に
問
題
と
し
た
例
で
、
通
時
的
な
変
化
と
は
断
定
で
き
な
い
。
ま

た
、
第
三
例
目
は
確
例
で
は
な
い
。

　
４
、�

漢
語
名
詞
、
漢
語
動
詞
が
待
遇
表
現
に
関
わ
る
こ
と
は
、
連
文
「
光
命
」

の
訓
と
し
て
、「
光

オ
ホ
セ
タ
マ（
ふ
）命ミ
コ
ト（

88
）」
の
例
が
あ
っ
て
、
語
構
成
と
し
て

は
漢
文
段
階
で
既
に
「
光
」
は
、「
命
」
を
修
飾
し
て
美
称
と
し
て
働

い
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
よ
う
か
ら
、美
文
た
る
四
六
駢
儷
文
の
用
語
に
、

既
に
中
国
語
文
に
お
い
て
待
遇
表
現
が
さ
れ
て
い
た
も
の
を
訓
読
者
が

理
解
し
た
訓
読
語
で
あ
る
と
認
め
て
良
か
ろ
う
。

　
５
、
注
３
文
献
、
二
六
一
頁
。

　
６
、�

平
安
時
代
の
平
仮
名
資
料
（
代
表
的
に
は
和
歌
集
の
詞
書
き
や
物
語
・

日
記
・
な
ど
所
謂
、
和
文
）
に
お
け
る
待
遇
表
現
の
方
法
と
は
異
な
る

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
紙
幅
を
裂
い
て
本
稿
に
詳
述
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
一
端
を
、

平
安
中
期
初
頭
成
立
で
、
十
二
世
紀
の
書
写
で
あ
る
元
永
本
古
今
和
歌

集
の
詞
書
き
を
例
に
一
部
を
例
示
し
て
お
く
。
そ
も
そ
も
、
古
今
和
歌

集
の
詞
書
き
自
体
が
短
く
、
一
文
乃
至
数
文
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

で
上
下
関
係
の
明
確
な
詞
書
き
を
例
に
と
れ
ば
、

　
　
　�

○�

朱
雀
院
帝
ふ
る
の
瀧
御
覧
せ
む
と
て
、
ふ
づ
き
の
七
日
お
は
し
ま
し

て
在
り
け
る
時
に
、
御
と
も
に
候
人
々
に
歌
読
さ
せ
た
ま
う
け
れ
ば

よ
め
る
橘
長
盛

　（
927
詞
書
）

　
　
　�

右
の
例
は
、
朱
雀
院
を
主
語
と
し
て
敬
語
動
詞
「
御
覧
ず
」「
お
は
し

ま
し
て
あ
り
」、
助
動
詞
「
す
」、
補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
が
尊
敬
表
現

を
担
う
。
主
語
朱
雀
院
に
対
す
る
述
語
節
の
す
べ
て
に
某
か
の
尊
敬
表

現
が
伴
う
。
接
頭
語
を
伴
う
「
御
と
も
」
も
朱
雀
院
に
対
す
る
敬
語
名

詞
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。「
人
々
」に
対
す
る
連
体
の
従
属
句
に
は
、

連
体
法
「
候
ふ
」
が
現
れ
て
い
て
、
謙
譲
表
現
を
司
る
。
右
に
現
れ
る

動
詞
句
に
は
敬
語
表
現
機
能
要
素
が
存
在
す
る
が
、
唯
一
の
例
外
は
、

詞
書
末
の
詠
者
・
橘
長
盛
が
主
語
た
る
常
体
の「
よ
め
る
」の
み
で
あ
る
。

　
　
　�

今
後
は
、
平
安
時
代
に
お
け
る
文
体
差
の
存
す
る
資
料
群
の
待
遇
表
現

法
体
系
を
相
対
的
に
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
７
、�

本
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
注
４
に
お
い
て
実
例
を
掲
げ
て
和
文
語
と
漢

文
訓
読
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
体
系
の
異
な
り
と
一
端
を
掲
げ
た
が
、

和
文
の
待
遇
表
現
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
敬
語
表
現
を
取
り
上
げ

て
、
稿
者
自
身
の
作
業
と
し
て
確
認
し
た
、

　
　
　�

拙
稿
「
平
安
時
代
和
文
資
料
に
お
け
る
敬
語
表
現
法
に
つ
い
て
︱
源
氏
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物
語
絵
巻
・
元
永
本
古
今
和
歌
集
を
中
心
に
︱
」（『
短
信
・
授
業
ノ
ー

ト
』、
平
成
二
十
四
年
八
月
広
島
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
）。

　
　
　
に
お
い
て
記
述
を
試
み
て
い
る
。
ご
高
覧
願
い
た
い
。

　
８
、�
時
代
の
降
っ
た
十
二
世
紀
の
訓
点
資
料
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
待
遇

表
現
法
体
系
の
一
端
は
、
注
１
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

付
記

　
漢
文
を
日
本
語
と
し
て
訓
読
す
る
日
本
語
た
る
「
漢
文
訓
読
語
」
に
は
、
理

論
的
に
は
、
日
本
語
に
発
達
し
て
い
る
補
助
動
詞
・
助
動
詞
に
よ
る
文
法
敬
語

（
尊
敬
語
・
謙
譲
語
）
や
、
接
頭
語
を
冠
し
た
り
語
彙
的
に
選
択
さ
れ
得
た
美
化

語
と
言
わ
れ
る
も
の
が
読
添
語
と
し
て
発
達
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
素
地
が

あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
和
文
に
お
け

る
こ
れ
ら
の
和
文
等
に
発
達
し
た
待
遇
表
現
は
多
く
が
使
用
さ
れ
な
い
（
平
安

時
代
和
文
資
料
に
お
け
る
敬
語
表
現
法
に
つ
い
て
｜
源
氏
物
語
絵
巻
・
元
永
本

古
今
和
歌
集
を
中
心
に
｜http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/metadb/

up/ZZT00001/TanshinJugyoNote_01.pdf

）。
和
文
語
も
日
本
語
で
あ
る
し
、

漢
文
訓
読
語
も
歴
然
と
し
た
日
本
語
で
は
あ
る
が
、
待
遇
表
現
法
に
お
い
て
質

的
な
差
が
存
す
る
と
認
め
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
が
本
稿
の
最
大
の
意
図
で
あ

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。（
二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
四
日
初
校
に
際
し
て
）
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